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有馬和彦・准教授 健康市民２１推進会議委員 長崎市

有馬和彦・准教授 長崎市保健所運営協議会委員 長崎市

有馬和彦・准教授 建築審査会委員 長崎県

有馬和彦・准教授 代議員 日本生理人類学会

有馬和彦・准教授 代議員 日本疫学会
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有馬和彦・准教授 代議員 日本公衆衛生学会

有馬和彦・准教授 評議員 日本リウマチ学会

青柳　潔・教授 理事 日本生理人類学会

青柳　潔・教授 評議員・代議員 日本衛生学会

青柳　潔・教授 代議員 日本産業衛生学会

青柳　潔・教授 代議員 日本生理人類学会

玉井慎美,野中文陽,辻　良香,有馬和彦,青柳　潔,前田隆浩,川上　純：住民健康診査から関節リウマチ発症を前向

きに追跡する研究 Nagasaki Island Study(NaIS). Journal of Epidemiology 34(Suppl.): 135, 2024.
玉井慎美,野中文陽,辻　良香,川尻真也,古藤世梨奈,有馬和彦,青柳　潔,川上　純：リウマチ性疾患の疫学 健常人

における高リスク群からの関節リウマチ発症予測 Nagasaki Island Study. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログ

ラム・抄録集 68回: 554, 2024.
小笹宗一郎,山梨啓友,宮田　潤,濱田航一郎,長浦由紀,有馬和彦,青柳　潔,前田隆浩：ソーシャルネットワークと脆

弱性骨折の関連 Nagasaki Islands Study. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 15回: 306, 2024.

有馬和彦,古藤世里奈,中島弘貴,水上　諭,清水悠路,大川内鉄二,宮田　潤,富田義人,赤星衣美,山本直子,玉井慎美,安
部恵代,川上　純,前田隆浩,青柳　潔：A SNP on angiotensin converting enzyme and hypertension: Nagasaki Islands
Study. 日本公衆衛生学会総会抄録集 83回: 630, 2024.

0 1 3 0 0 4

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

Origuchi T.,Arima K.,Umeda M.,Fukui S.,Koga T.,Kawashiri SY,Iwamoto N.,Kawakami A: Analysis of
cytokines/chemokines/growth factors in steroid-resistant polymyalgia rheumatica. International Journal of Rheumatic
Diseases 27(S1): 306-307, 2024. doi: 10.1111/1756-185x.14982.

Origuchi T.,Umeda M.,Fukui S.,Furukawa K.,Shimizu T.,Koga T.,Kawashiri SY,Iwamoto N.,Tamai M.,Arima
K.,Kawakami A: Serum VEGF and shoulder-joint US power Doppler signals can predict glucocorticoid treatment resistance
in polymyalgia rheumatica. International Journal of Rheumatic Diseases 27(S3): 62-63, 2024. doi: 10.1111/1756-
185x.15346.

川原洋一,富田義人,水上　諭,金ヶ江光生：新型コロナウイルス感染症影響下における理学介護学生の主観的幸福

度の関連要因. 理学療法教育 4(1): 1_31-1_37, 2024.

水光正裕,水上　諭,有馬和彦,中島弘貴,安部恵代,大川内鉄二,辻本　律,金ヶ江光生,尾崎　誠,青柳　潔：地域在住

閉経後女性におけるフィジカルパフォーマンスと骨量との関連 雲仙スタディ. 日本骨粗鬆症学会雑誌

10(Suppl.1): 691, 2024.

2



競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

 学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

青柳　潔・教授 温泉関係功労者表彰 環境省 温泉行政の推進

高谷亜由子・助教 非常勤講師（公衆衛生学） 長崎市医師会看護専門学校

水上　諭・助教 非常勤講師（公衆衛生学） 西九州大学リハビリテーション学部

水上　諭・助教 非常勤講師（公衆衛生学） 県央看護専門学校

水上　諭・助教 非常勤講師（人体のしくみ・生理学） 長崎市医師会看護専門学校

水上　諭・助教 非常勤講師（保健医療福祉のしくみ） 長崎市医師会看護専門学校

水上　諭・助教 非常勤講師（疫学・保健統計Ⅰ） 活水女子大学看護学部

水上　諭・助教 非常勤講師（公衆衛生学） 長崎市医師会看護専門学校

高谷亜由子・助教 非常勤講師（疫学・保健統計Ⅰ） 活水女子大学看護学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

有馬和彦・准教授 非常勤講師（疫学・保健統計Ⅰ） 活水女子大学看護学部

有馬和彦・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「日本人に
おける睡眠・骨代謝回転・骨量間の関連」

有馬和彦・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「脂肪組
織・骨格筋の量と各組織由来の生理活性物質
の両面から解明する骨量調整機構」

有馬和彦・准教授 非常勤講師（公衆衛生学） 長崎市医師会看護専門学校

水上　諭・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

水上　諭・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「脂肪組
織・骨格筋の量と各組織由来の生理活性物質
の両面から解明する骨量調整機構」

水上　諭・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「日本人に
おける睡眠・骨代謝回転・骨量間の関連」

青柳　潔・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「脂肪組
織・骨格筋の量と各組織由来の生理活性物質
の両面から解明する骨量調整機構」

有馬和彦・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

青柳　潔・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「日本人に
おける睡眠・骨代謝回転・骨量間の関連」

有馬和彦・准教授 副会長 長崎県総合公衆衛生研究会

水上　諭・助教 代議員 日本生理人類学会
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